
会
 報

加
賀

商
工

会
議

所

（
昭

和
51年

4月
13日

第
3種

郵
便

物
認

可
）

  
令

和
8年

3月
10日

発
行

一
部

定
価

50円
（

毎
月

10日
発

行
：

購
読

料
は

会
費

に
含

む
）

TOPICS
今
月
の
主
な

3
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�
 補

助
金

等
支

援
制

度
の

ご
案

内
（

令
和

8年
3月

1日
時

点
）

�
 加

賀
商

工
会

議
所

 春
季

ゴ
ル

フ
大

会
（

5/26）の
ご

案
内

�
 新

人
社

員
研

修
（

4/23）の
ご

案
内

■
 「

企
業

に
お

金
を

残
す

セ
ミ

ナ
ー

」 （
3/18）の

ご
案

内

❷
 総

務
企

画
委

員
会

開
催

、価
格

戦
略

＆
交

渉
力

セ
ミ

ナ
ー

開
催

❹
❺

 令
和

８
年

度
 加

賀
市

に
対

す
る

要
望

へ
の

回
答

を
受

け
る

　
　

　
　

❼
 加

賀
商

工
会

議
所

 令
和

８
年

度
検

定
一

覧
❾

 令
和

７
年

度
 会

員
訪

問
（

ま
い

ど
さ

ん
運

動
）

景
況

調
査

結
果

第
31期

か
が
創
業
塾

17名
修
了
！
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◎
常
議
員

長井 義史 氏
㈱ＣＣＩグループ
㈱北國銀行 南加賀
営業部 営業部長

新
役
員
議
員
の
紹
介

　

当
所
は
２
月
27
日
㈮
に
ジ
ャ
イ
ロ

総
合
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
㈱
会
長

の
大
木 

ヒ
ロ
シ
氏
を
講
師
に
招
き
、

価
格
戦
略
＆
交
渉
力
セ
ミ
ナ
ー
を
ク

ロ
ス
ガ
ー
デ
ン
加
賀
に
て
開
催
し
た
。

現
地
と
オ
ン
ラ
イ
ン
を
含
め
て
21
名

が
参
加
し
た
。

　

昨
今
中
小
企
業
に
お
い
て
は
、
原

材
料
費
や
労
務
費
の
高
騰
に
よ
っ
て
、

売
価
へ
の
価
格
転
嫁
が
急
務
と
な
っ

て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
転
嫁
し

き
れ
て
い
な
い
な
ど
と
い
っ
た
声
が

よ
く
聞
か
れ
る
。
そ
こ
で
本
セ
ミ
ナ

ー
で
は
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体

と
し
て
価
格
に
転
嫁
で
き
る
た
め
の

方
法
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

　

令
和
８
年
１
月
に
は
下
請
法
が
改

正
さ
れ
、
中
小
受
託
取
引
適
正
化
法

と
な
っ
た
。
適
用
範
囲
の
拡
大
や
、

特
定
運
送
委
託
な
ど
の
対
象
取
引
の

　

３
月
２
日
㈪
、
ク
ロ
ス
ガ
ー
デ
ン

加
賀
に
て
総
務
企
画
委
員
会
が
開
か

れ
、
11
名
が
出
席
し
た
。

　

ま
ず
、
令
和
8
年
度
事
業
計
画
・

予
算
案
に
つ
い
て
協
議
が
行
わ
れ
た
。

出
席
し
た
委
員
か
ら
は
、
離
職
防
止

の
根
幹
と
な
る
「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対

策
」
と
し
て
の
経
営
者
教
育
の
強
化

や
、
能
登
半
島
地
震
の
影
響
を
踏
ま

え
た
「
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計
画
）

策
定
」
の
重
要
性
に
つ
い
て
意
見
が

出
さ
れ
た
。
ま
た
、
加
賀
市
再
生
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
新
幹
線
駅
前
の
賑
わ

い
拠
点「
ガ
レ
リ
ア
」の
活
用
に
つ
い

て
、
商
工
会
議
所
と
し
て
早
期
に
情

報
を
入
手
し
、
提
言
や
議
論
に
活
か

し
て
い
く
べ
き
と
の
要
望
が
相
次
い

だ
。
審
議
の
結
果
、
こ
れ
ら
の
意
見

を
添
え
た
上
で
、
原
案
の
ま
ま
正
副

会
頭
会
議
に
諮
る
こ
と
を
承
認
し
た
。

　

続
い
て
、
令
和
８
年
度
加
賀
市
当

初
予
算
概
要
お
よ
び
今
後
の
産
業
振

興
策
概
要
に
つ
い
て
、
加
賀
市
政
策

企
画
課
長
の
細
野 

幸
司
氏
よ
り
説

明
を
受
け
た
。
令
和
８
年
度
の
市
予

算
は
、
加
賀
温
泉
駅
周
辺
整
備
な
ど

追
加
、
手
形
払
等
の
禁
止
な
ど
が
盛

り
込
ま
れ
、
上
下
の
関
係
で
は
な
く
、

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
と
し
て
適

切
な
価
格
転
嫁
を
定
着
さ
せ
る
「
構

造
的
な
価
格
転
嫁
」
と
い
っ
た
考
え

に
変
更
さ
れ
た
。

　

そ
ん
な
中
、
中
小
企
業
は
売
上
が

伸
び
ず
、
物
価
高
騰
等
に
苦
し
ん
で

い
る
状
況
に
あ
る
が
、
目
先
の
売
上

を
上
昇
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
い
か

に
高
粗
利
や
経
常
利
益
の
増
加
を
目

指
し
て
い
く
か
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト

と
な
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
自
社
の

武
器
を
探
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

こ
れ
ま
で
の
「
適
正
価
格
＝
原
価
＋

利
益
」
で
は
な
か
な
か
中
小
企
業
に

は
利
益
が
残
ら
な
い
。価
格
と
は「
商

品
特
性
の
一
つ
に
過
ぎ
な
い
」
た
め
、

自
社
製
品
の
付
加
価
値
（
技
術
力
や

経
験
）
で
勝
負
す
る
こ
と
と
な
る
。

　

そ
こ
で
大
木
氏
は
、
自
社
で
売
れ

る
強
力
な
製
品
を
１
つ
生
み
出
す
必

要
が
あ
る
と
説
明
し
た
。
こ
れ
は
1

万
人
に
1
人
に
響
く
よ
う
な
製
品
で

あ
っ
て
も
、
全
人
口
や
全
世
界
で
見

れ
ば
大
き
な
市
場
と
な
る
た
め
、
ニ

ッ
チ
を
探
す
こ
と
が
こ
れ
か
ら
の
成

長
に
大
き
く
関
わ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

ま
た
、
中
小
企
業
庁
に
よ
る
と
、

中
小
企
業
が
コ
ス
ト
上
昇
分
を
価
格

に
反
映
で
き
た
割
合
は
53
％
と
な
り
、

二
極
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
が
読
み

取
れ
る
。
要
因
と
し
て
は
、
取
引
先

の
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
完
了
し

た
こ
と
に
伴
い
、
一
般
会
計
は
前
年

度
比
12
・
０
％
減
の
367
億
500
万
円
と

規
模
が
縮
小
。
今
後
は
借
入
を
抑
制

し
、
市
債
残
高
を
減
少
さ
せ
る
局
面

に
入
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
今
後
の
主
要
事
業
と
し
て
、

以
下
の
施
策
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

た
。

　

加
賀
温
泉
駅
前
賑
わ
い
創
出
拠
点

（
ガ
レ
リ
ア
）
運
営
事
業
／
ス
マ
ー

ト
産
業
・
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援（
Ｄ

Ｘ
推
進
や
新
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
の
支

援
）
／
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
推
進
事
業
／

伝
統
的
工
芸
品
振
興
推
進
事
業
／
商

店
街
・
温
泉
街
賑
わ
い
創
出
支
援
事

業
／
大
聖
寺
歴
史
的
街
な
み
整
備
事

業
／
柴
山
潟
周
辺
整
備
事
業
／
Ｂ
Ｃ

Ｐ
策
定
支
援
（
能
登
半
島
地
震
を
踏

ま
え
た
災
害
対
応
力
の
強
化
）

　

今
回
の
当
初
予
算
案
で
は
、
市
民

生
活
に
不
可
欠
な
サ
ー
ビ
ス
を
最
優

先
と
し
、
そ
の
他
の
必
要
な
施
策
に

つ
い
て
は
段
階
的
に
補
正
予
算
で
対

応
し
て
い
く
「
選
択
と
集
中
」
の
方

針
が
示
さ
れ
た
。
歳
入
面
に
お
い
て

は
、
ふ
る
さ
と
納
税
等
の
推
進
に
よ

り
自
主
財
源
の
さ
ら
な
る
創
出
を
図

り
、
歳
入
と
歳
出
の
バ
ラ
ン
ス
を
維

持
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。
こ
れ
ら

を
通
じ
、
将
来
の
産
業
振
興
や
災
害

へ
の
即
応
力
を
確
保
す
る
た
め
、
財

政
調
整
基
金
の
残
高
を
健
全
な
ラ
イ

ン
と
さ
れ
る
18
億
円
ま
で
引
き
上
げ

る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。

と
相
談
で
き
て
い
な
い
中
小
企
業
が

多
い
か
ら
で
あ
る
。
双
方
が
納
得
で

き
る
価
格
転
嫁
を
行
う
た
め
に
は
、

発
注
先
に
あ
る
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
の

信
頼
を
高
め
、
品
質
や
数
量
、
納
期

に
つ
い
て
、
改
善
し
新
た
な
付
加
価

値
を
見
出
す
た
め
に
自
社
や
発
注
先

と
知
恵
を
出
し
合
う
必
要
が
あ
る
。

　

そ
の
他
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
５
フ
ォ

ー
ス
分
析
（
買
手
の
交
渉
力
、
売
手

の
交
渉
力
、
業
界
内
の
競
合
、
新
規

参
入
の
脅
威
、
代
替
品
の
脅
威
）
の

確
認
を
行
い
、
理
解
を
深
め
た
。
ま

た
、
自
社
の
強
み
を
伸
ば
す
た
め
に
、

新
卒
や
中
途
採
用
者
が
職
場
に
馴
染

み
、
実
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
に
サ

ポ
ー
ト
す
る
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
で
あ

る
オ
ン
ボ
ー
デ
ィ
ン
グ
研
修
な
ど
の

手
法
を
取
り
上
げ
、
自
社
の
中
を
見

直
す
こ
と
が
、
価
格
戦
略
や
交
渉
の

は
じ
ま
り
で
あ
る
と
締
め
く
く
っ
た
。

　

最
後
に
当
所
か
ら
「
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
構
築
宣
言
」
に
つ
い
て
説
明

を
行
い
、
セ
ミ
ナ
ー
を
終
了
し
た
。

令和8年度事業計画・予算案について協議　総務企画委員会を開催

「
価
格
戦
略
＆
交
渉
力
セ
ミ
ナ
ー
」開
催

挨拶する竹内総務企画委員長



年度末、年度始めに
臨時窓口を開設します
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相続・贈与・遺言・事業承継相続・贈与・遺言・事業承継

小松店（JR小松駅前新幹線口）加賀店（JR加賀温泉駅前）

相続贈与あんしんセンター

無料相談予約受付中無料相談予約受付中

　年度末から年度始めにかけては、就職、入学、転勤
と住民異動の届出で窓口が大変混み合います。そこ
で、次の日程で臨時窓口を開設しますので、仕事の都
合などで平日に手続きができない方はご利用ください。
◎受付日時／
　令和８年３月２９日（日）、令和８年４月５日（日）
　午前９時３０分～午後６時
◎受付場所／加賀市行政サービスセンター
　　　　　　（市役所窓口課では受付していません）
◎取扱業務／
　・転入・転出・転居などの住民異動届の受付
　・戸籍謄抄本等の交付
　・住民票の写し等の交付
　・印鑑登録証明書の交付
　・印鑑登録
　・その他行政サービスセンターで行っている休日業務
問い合わせ先／加賀市役所窓口課 ℡72-7881

　

加
賀
商
工
会
議
所
主
催
の
「
第
31

期
か
が
創
業
塾
」
が
１
月
17
日
㈯
か

ら
２
月
28
日
㈯
に
わ
た
り
、
ク
ロ
ス

ガ
ー
デ
ン
加
賀
に
て
開
講
さ
れ
、
最

終
回
で
は
17
名
（
申
込
25
名
）
が
修

了
証
を
手
に
し
た
。

　

２
月
14
日
㈯
に
開
講
し
た
第
３
回

は
、
開
講
前
の
Ｐ
Ｒ
タ
イ
ム
と
し
て

北
陸
銀
行
の
担
当
者
よ
り
創
業
メ
ニ

ュ
ー
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
っ
た
後
、

本
講
義
に
移
っ
た
。

　

続
く
講
義
で
は
、「
未
来
へ
の
一

歩
！
事
業
計
画
書
作
成
と
資
金
計
画

の
基
礎
」
と
題
し
、
ま
つ
も
と
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
考
房
代
表
の
松
本 

悠
司

氏
を
招
き
、
経
営
コ
ン
セ
プ
ト
の
考

え
方
や
資
金
調
達
の
基
礎
、
収
支
計

画
・
実
行
策
の
考
え
方
に
つ
い
て
の

講
義
が
行
わ
れ
た
。
終
盤
に
は
、
大

き
な
変
更
が
あ
っ
た
第
３
回
小
規
模

事
業
者
持
続
化
補
助
金
（
創
業
型
）

の
公
募
要
領
等
の
紹
介
や
注
意
点
の

説
明
が
あ
っ
た
。

　

最
後
に
、
中
小
企
業
基
盤
整
備
機

構
の
担
当
者
よ
り
小
規
模
企
業
共
済

制
度
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
加
入

方
法
や
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
な

ど
が
紹
介
さ
れ
た
。

　

２
月
28
日
㈯
に
開
講
し
た
第
４
回

（
最
終
回
）
は
、「
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル

で
効
率
化
！
～
１
人
で
回
す
た
め
の

自
動
化
戦
略
～
」
と
題
し
、
今
期
の

創
業
塾
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
で
あ

り
、
㈱
ジ
ー
ア
ン
ド
エ
ス
代
表
取
締

役
社
長
の
萩
原 
扶
未
子
氏
を
招
き
、

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
お
話
が

あ
っ
た
後
、
様
々
な
Ａ
Ｉ
・
ア
プ
リ

の
紹
介
や
比
較
、
活
用
方
法
な
ど
に

つ
い
て
の
講
義
が
行
わ
れ
た
。
そ
し

て
終
盤
に
は
質
疑
応
答
の
時
間
も
設

け
ら
れ
た
。

　

今
期
に
全
４
回
の
創
業
塾
を
修
了

し
た
の
は
17
名
で
、
最
終
回
に
は
、

修
了
し
た
受
講
者
ら
に
修
了
証
が
授

与
さ
れ
た
。

　

受
講
者
か
ら
は
、「
Ａ
Ｉ
の
活
用

に
つ
い
て
深
く
学
べ
た
」「
他
の
セ

ミ
ナ
ー
や
研
修
に
も
参
加
し
た
い
」

と
い
っ
た
前
向
き
な
声
が
あ
が
っ
た
。

　

全
４
回
の
創
業
塾
で
、
創
業
す
る

に
あ
た
っ
て
同
じ
不
安
や
悩
み
を

持
っ
た
受
講
者
同
士
が
交
流
を
深
め
、

積
極
的
な
情
報
交
換
が
行
わ
れ
る
良

い
機
会
と
な
っ
た
。

　

３
月
３
日
㈫
、
桃
の
節
句
の
お
雛

祭
り
に
合
わ
せ
て
「
雛
の
会
」
を
料

亭
山
ぎ
し
に
て
開
催
し
、
当
所
女
性

会
会
員
26
名
が
参
加
し
た
。

　

小
新
会
長
の
挨
拶
か
ら
始
ま
り
、

今
回
一
番
の
目
玉
で
あ
るM

rs.

シ

モ
ッ
ク
こ
と
下
出
親
睦
委
員
長
に
よ

る
手
品
が
披
露
さ
れ
た
。
こ
の
日
の

た
め
に
準
備
を
重
ね
た
様
々
な
ト
リ

ッ
ク
に
参
加
者
ら
か
ら
は
驚
き
や
笑

い
声
が
溢
れ
た
。

　

そ
の
後
、
吉
田
副
会
長
の
乾
杯
の

発
声
で
懇
親
会
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

各
々
料
理
や
会
話
を
楽
し
み
な
が
ら

親
睦
を
深
め
、
最
後
は
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー

ム
で
盛
り
上
が
り
、
今
年
度
最
後
の

事
業
を
締
め
く
く
っ
た
。

第31期かが創業塾を開催（3回目、4回目講座）、17名修了！

Mrs.シモック

女性会「雛の会」開催
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中
小
企
業
相
談
所�　

指
導
事
業

　

中
小
企
業
相
談
所
指
導
事
業
は
、

情
報
収
集
や
資
金
調
達
手
段
の
確
保

が
困
難
な
中
小
企
業
の
身
近
な
相
談

役
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
お

り
、
地
場
産
業
の
振
興
に
欠
か
す
こ

と
の
で
き
な
い
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
近
年
は
小
規
模
事
業
者
を

取
り
巻
く
環
境
は
更
に
厳
し
さ
を
増

し
て
お
り
、
中
小
企
業
相
談
所
の
役

割
と
重
要
性
が
さ
ら
に
高
ま
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
来
年
度
に
お
い
て
も

予
算
の
範
囲
で
と
な
り
ま
す
が
引
き

続
き
支
援
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

加
賀
市
産
業
人
財
育

成
事
業
・
高
校
生
人

材
育
成
事
業

　

本
事
業
は
、
企
業
の
経
営
基
盤
を

安
定
・
強
化
す
る
ほ
か
、
将
来
の
地

域
産
業
を
担
う
人
材
の
育
成
に
寄
与

す
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
必
要
な
支
援
の
実
施
を
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

併
せ
て
、
加
賀
市
全
体
の
リ
ス
キ

リ
ン
グ
の
推
進
を
継
続
し
て
実
施
す

る
こ
と
で
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
対
応

で
き
る
人
材
の
育
成
・
確
保
を
図
っ

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

加
賀
ふ
る
さ
と�　
　

検
定
事
業

　

加
賀
ふ
る
さ
と
検
定
事
業
に
つ
き

ま
し
て
は
、「
加
賀
ふ
る
さ
と
検
定
・

お
も
て
な
し
講
座
開
催
事
業
」
と
し

て
、
平
成
25
年
度
に
市
民
等
提
案
審

議
会
に
お
い
て
採
択
さ
れ
た
事
業
で

あ
り
、
そ
の
際
に
同
審
議
会
に
お
い

て
、「
補
助
金
は
加
賀
商
工
会
議
所
と

山
中
商
工
会
の
自
己
負
担
額
を
超
え

な
い
範
囲
内
」と
い
う
議
論
が
あ
っ
た

こ
と
を
踏
ま
え
ま
し
て
、
令
和
８
年

度
に
お
き
ま
し
て
も
、
同
様
の
考
え

方
に
基
づ
き
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

政
策
要
望

⑴
「
加
賀
温
泉
駅
南
地
区
開
発
構
想

事
業
」
に
対
す
る
速
や
か
な
検
証

と
地
元
経
済
へ
の
配
慮
と
参
画
の

促
進

　

本
事
業
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
皆

様
の
中
で
賛
成
と
反
対
の
両
方
の
意

見
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の

経
緯
や
本
市
の
中
心
に
お
け
る
重
要

な
事
業
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
時

間
を
掛
け
有
識
者
な
ど
の
意
見
を
聞

い
た
上
で
、
事
業
の
是
非
を
判
断
し

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

地
元
経
済
界
と
の
連
携
に
つ
き
ま

し
て
は
、
こ
れ
ま
で
い
た
だ
い
た
ご

意
見
、
ご
要
望
を
株
式
会
社
長
工
及

び
進
出
企
業
に
伝
え
る
と
と
も
に
、

市
と
し
て
も
地
元
企
業
と
の
連
携
策

な
ど
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
お
り

ま
す
。

　

地
元
企
業
へ
の
参
加
機
会
の
提
供

に
つ
き
ま
し
て
は
、
長
工
の
提
案
で

は
地
域
産
業
活
性
化
を
目
的
と
し
た

産
直
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
設
置
や
伝
統
工

芸
品
の
販
売
も
検
討
し
て
い
る
と
の

こ
と
で
あ
り
、
市
と
し
て
も
施
設
の

開
業
に
よ
る
経
済
効
果
を
市
全
域
に

波
及
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

貴
商
工
会
議
所
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

大
規
模
商
業
施
設
へ
の
出
店
や
出
品

等
を
希
望
し
て
い
る
企
業
が
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
ご
紹
介
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

大
規
模
商
業
施
設
の
進
出
に
よ
る

既
存
の
地
元
企
業
の
雇
用
へ
の
影
響

に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
も

影
響
を
懸
念
す
る
声
も
お
聞
き
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
貴
商
工
会
議
所
と

と
も
に
全
国
の
事
例
を
調
査
・
研
究

し
、
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

⑵
北
陸
新
幹
線
大
阪
延
伸
の
早
期
実

現
と
特
急
サ
ン
ダ
ー
バ
ー
ド
・
特

急
し
ら
さ
ぎ
の
臨
時
便
と
し
て
の

復
活

　

北
陸
新
幹
線
の
敦
賀
延
伸
に
よ
り
、

新
幹
線
で
関
東
と
の
移
動
時
間
が
大

幅
に
短
く
な
っ
た
だ
け
で
は
な
く
、

関
西
と
の
移
動
時
間
も
短
縮
さ
れ
て

お
り
ま
す
が
、
一
方
で
、
北
陸
新
幹

線
敦
賀
乗
換
え
の
不
便
さ
を
訴
え
る

声
や
特
急
サ
ン
ダ
ー
バ
ー
ド
・
特
急

し
ら
さ
ぎ
の
復
活
を
望
む
声
が
あ
る

こ
と
に
つ
い
て
も
、
十
分
に
認
識
し

て
お
り
ま
す
。

　

特
急
サ
ン
ダ
ー
バ
ー
ド
・
特
急
し

ら
さ
ぎ
が
復
活
す
る
こ
と
で
、
北
陸

新
幹
線
と
の
競
合
や
、
運
行
コ
ス
ト

等
の
課
題
も
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
が
、
復
活
の
可
能
性
や
早

期
の
敦
賀
以
西
の
延
伸
実
現
等
も
含

め
て
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
西
日
本
や
ア
イ

ア
ー
ル
い
し
か
わ
鉄
道
等
の
関
係
機

関
か
ら
の
情
報
収
集
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

⑶
二
次
交
通
の
充
実
（
加
賀
市
版
ラ

イ
ド
シ
ェ
ア
の
推
進
）

　

加
賀
市
版
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
は
北
陸

新
幹
線
加
賀
温
泉
駅
の
開
業
に
あ
わ

せ
て
、
二
次
交
通
、
特
に
タ
ク
シ
ー

不
足
の
補
完
等
の
た
め
、
新
た
な
移

動
手
段
と
し
て
加
賀
市
観
光
交
流
機

構
が
主
体
と
な
っ
て
実
施
し
て
お
り

ま
す
。

　

ド
ラ
イ
バ
ー
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

35
名
の
方
に
登
録
し
て
い
た
だ
き
、

各
自
の
空
き
時
間
等
を
利
用
し
て
稼

働
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

現
時
点
で
、マ
ッ
チ
ン
グ
率（
リ
ク

エ
ス
ト
い
た
だ
い
て
送
迎
が
完
了
す

る
割
合
）
は
９
割
を
超
え
て
他
の
ラ

イ
ド
シ
ェ
ア
実
施
団
体
よ
り
も
比
較

的
高
い
状
況
で
あ
り
ま
す
が
、
引
き

続
き
、
既
存
の
登
録
ド
ラ
イ
バ
ー
の

稼
働
率
を
上
げ
る
と
と
も
に
、
新
た

な
ド
ラ
イ
バ
ー
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
等
向
け
の
利
用
説

明
会
に
つ
い
て
は
、
加
賀
市
版
ラ
イ

ド
シ
ェ
ア
だ
け
で
な
く
、
乗
合
タ
ク

シ
ー
も
含
め
た
内
容
で
の
開
催
を
検

討
し
、
二
次
交
通
の
充
実
だ
け
で
は

な
く
、
地
域
全
体
の
移
動
の
最
適
化

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

中
小
企
業
支
援
策

⑴
事
業
環
境
変
化（
原
材
料・燃
料
費

高
騰・人
材
不
足
）へ
の
対
応
支
援

　

今
般
の
物
価
の
高
騰
は
、
様
々
な

業
界
に
お
い
て
仕
入
れ
原
価
に
影
響

を
及
ぼ
し
て
お
り
、
広
く
生
産
者
や

消
費
者
の
方
々
の
活
動
影
響
が
出
て

い
る
と
認
識
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

国
も
重
点
支
援
地
方
交
付
金
に
よ

り
物
価
高
騰
対
策
を
行
う
方
針
で
あ

り
、
本
市
に
お
い
て
も
同
交
付
金
を

活
用
し
て
可
及
的
速
や
か
に
市
民
の

生
活
を
守
る
事
業
を
実
施
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
が
、
実
施
す
る
事

要望

要望

要望要望

要望
　
令
和
７
年
12
月
9
日
㈫
に
加
賀
商
工
会
議
所
と
し
て
加
賀
市
へ

要
望
し
た
こ
と
に
対
し
て
、
加
賀
市
か
ら
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　
主
な
回
答
は
次
の
通
り
で
す
。

令
和
８
年
度 

加
賀
市
に
対
す
る
要
望
へ
の
回
答
を
受
け
る
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業
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
費
用
対

効
果
を
見
極
め
判
断
す
る
こ
と
と
し

て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
原
材
料
等
価
格
高
騰
や
労

働
費
の
増
加
が
事
業
生
産
活
動
に
及

ぼ
す
影
響
は
、
市
場
原
理
に
基
づ
い

て
第
一
義
的
に
は
価
格
に
転
嫁
さ
れ

る
べ
き
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
市
と
し
ま
し
て

は
、
貴
商
工
会
議
所
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
企
業
の
人
材
育
成

に
よ
る
事
業
高
度
化
や
経
営
戦
略
の

洗
練
・
見
直
し
、
商
品
の
高
付
加
価

値
化
な
ど
の
企
業
収
益
を
高
め
る
持

続
的
な
取
り
組
み
を
推
進
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

⑵
「
加
賀
市
新
規
出
店
支
援
事
業
」

の
拡
充
お
よ
び
宿
泊
施
設
と
外
部

飲
食
店
と
の
連
携
強
化

　

加
賀
市
新
規
出
店
支
援
事
業
は
、

市
内
で
新
規
出
店
を
希
望
す
る
方
に

利
用
い
た
だ
い
て
お
り
、
空
き
家
対

策
や
商
店
街
等
の
賑
わ
い
を
創
出
す

る
た
め
に
重
要
な
役
割
を
持
っ
て
い

ま
す
。
令
和
８
年
度
も
予
算
の
範
囲

内
で
、
市
内
の
賑
わ
い
創
出
に
引
き

続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

宿
泊
施
設
で
の
労
働
力
不
足
へ
の

対
応
と
し
て
、
泊
食
分
離
に
よ
る
外

部
の
飲
食
店
の
活
用
が
有
効
な
手
段

で
あ
る
中
、「
山
代
温
泉
デ
ジ
タ
ル

ク
ー
ポ
ン
」
は
市
内
で
初
の
取
り
組

み
で
あ
り
、
飲
食
店
の
定
着
へ
つ
な

げ
る
た
め
に
は
、
週
末
や
繁
忙
期
に

集
中
す
る
観
光
需
要
を
平
準
化
す
る

こ
と
が
重
要
で
、
そ
の
成
果
を
慎
重

に
検
証
し
て
ま
い
り
ま
す
。

⑶
伝
統
工
芸
等
の
振
興

　

山
中
漆
器
・
九
谷
焼
と
も
に
後
継

者
の
育
成
を
進
め
、
技
術
継
承
と
産

地
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の

こ
と
か
ら
、こ
れ
ま
で
の
と
お
り
後
継

者
の
育
成
に
関
す
る
支
援
を
継
続
し

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
山
中
漆
器
に
つ
い
て
は
、

展
示
会
出
品
な
ど
の
顧
客
獲
得
・
認

知
向
上
の
取
り
組
み
の
ほ
か
、
産
業

の
根
幹
を
担
う
木
地
挽
き
の
保
全
に

対
し
て
支
援
を
検
討
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

九
谷
焼
に
つ
い
て
は
、
都
市
圏
で

の
展
示
会
（
作
家
展
）
の
開
催
が
若

手
作
家
の
顧
客
獲
得
と
事
業
活
動
の

安
定
に
直
結
す
る
重
要
な
活
動
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
次
回
開
催

に
向
け
て
の
支
援
を
検
討
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

九
谷
焼
窯
跡
展
示
館
の
案
内
看
板

の
設
置
に
つ
い
て
は
、
施
設
管
理
者

や
関
係
団
体
の
意
向
を
踏
ま
え
、
予

算
措
置
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
順
次
対

応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

観
光
振
興
の
推
進

⑴
北
陸
新
幹
線
3
温
泉
物
語
（
3
湯

物
語
）
実
施
に
対
す
る
協
力
支
援

　

市
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
北
陸
の

温
泉
ブ
ラ
ン
ド
の
魅
力
向
上
に
向
け

た
広
域
的
な
取
組
は
非
常
に
重
要
で

あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
現
在
、

あ
わ
ら
市
お
よ
び
黒
部
市
と
連
携

し
、
在
日
台
湾
人
人
気
イ
ン
フ
ル
エ

ン
サ
ー
の
起
用
に
よ
る
、
北
陸
新
幹

線
「
温
泉
駅
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
一

体
的
な
動
画
制
作
・
配
信
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ

発
信
に
取
り
組
む
予
定
と
し
て
お
り

ま
す
。
３
市
が
一
体
と
な
っ
て
Ｐ
Ｒ

を
行
う
こ
と
で
、
温
泉
地
と
し
て
の

認
知
度
向
上
や
地
域
間
の
回
遊
促
進

を
図
り
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
客
の
拡

大
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

⑵
観
光
地
域
づ
く
り
法
人（
Ｄ
Ｍ
Ｏ
）

の
強
化
と
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
致
対
策

　

本
市
の
み
な
ら
ず
全
国
的
に
国
内

旅
行
の
需
要
が
伸
び
悩
む
中
で
、
訪

日
外
国
人
は
過
去
最
多
を
記
録
し
て

お
り
ま
す
。
そ
の
多
く
が
、
都
市
圏

に
集
中
し
て
お
り
、
地
方
へ
分
散
さ

せ
る
こ
と
が
課
題
と
さ
れ
る
中
、
加

賀
温
泉
郷
へ
誘
客
さ
せ
る
べ
く
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
の
招
へ
い
、
フ
ァ

ム
ト
リ
ッ
プ
を
実
施
す
る
な
ど
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
施
策
に
も
注
力
し
て
お
り

ま
す
。
地
方
都
市
の
中
で
も
多
く
の

外
国
人
で
賑
わ
う
金
沢
か
ら
の
来
訪

を
促
す
こ
と
に
も
努
め
て
お
り
、
金

沢
を
訪
れ
る
外
国
人
旅
行
者
の
た
め

の
英
語
版
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
へ
の
加

賀
市
特
集
記
事
掲
載
な
ど
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
観
光
消
費
を
高
め
る
た
め
、

自
然
、
歴
史
、
伝
統
文
化
、
食
な
ど

の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
磨
き
上
げ
、
付
加

価
値
を
高
め
る
こ
と
で
、
消
費
単
価

を
増
額
さ
せ
な
が
ら
滞
在
時
間
の
延

長
を
図
る
よ
う
な
観
光
商
品
の
企
画

造
成
を
進
め
て
い
ま
す
。
特
に
、
海

外
か
ら
の
富
裕
層
を
誘
客
す
る
こ
と

は
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
大
変
有

効
で
あ
り
、
今
後
は
更
に
強
化
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

広
域
連
携
に
お
い
て
も
、加
賀
地
域

連
携
推
進
会
議（
オ
ー
ル
加
賀
会
議
）

や
越
前
加
賀
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
推
進
機

構
な
ど
と
の
連
携
を
通
じ
、
広
域
で

取
り
組
む
こ
と
に
よ
る
発
信
力
・
訴

求
力
の
向
上
を
生
か
し
な
が
ら
、
効

果
的
な
情
報
発
信
と
誘
客
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
進
め
る

上
で
、（
一
社
）加
賀
市
観
光
交
流
機

構
は
重
要
な
役
割
を
担
う
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
同
法
人
は
、
貴
商
工
会

議
所
を
は
じ
め
と
す
る
商
工
業
の
ほ

か
、
農
業
、
漁
業
な
ど
1
次
か
ら
3

次
ま
で
様
々
な
産
業
の
方
々
で
構
成

さ
れ
る
、
ま
さ
に
オ
ー
ル
加
賀
市
で

観
光
交
流
に
取
り
組
む
組
織
で
す
。

Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
し
て
活
動
を
よ
り
充
実
さ

せ
る
た
め
、
現
在
、
総
務
省
の
地
域

力
創
造
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
を
活
用

し
、
専
門
人
材
を
登
用
し
、
併
せ
て

観
光
庁
の
補
助
事
業
を
活
用
し
て

「
世
界
に
誇
れ
る
観
光
地
を
形
成
す

る
た
め
の
Ｄ
Ｍ
Ｏ
体
制
整
備
事
業
」

に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
今
後
も

引
き
続
き
、
官
民
が
一
体
と
な
り
効

果
的
な
観
光
施
策
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

な
お
、
廃
業
旅
館
等
の
放
置
対
策

や
観
光
施
設
の
高
付
加
価
値
化
に
つ

い
て
は
、
国
の
補
助
制
度
の
有
効
活

用
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

産
業
基
盤
の
整
備
推

進
と
広
域
連
携

公
共
事
業
予
算
の
持
続
的
・
安
定
的

な
確
保
と
働
き
方
改
革
の
推
進

　

本
市
で
は
、
市
民
の
安
全
安
心
に

直
結
す
る
道
路
・
橋
梁
に
つ
い
て
は
、

緊
急
度
や
優
先
度
を
見
極
め
継
続
的

に
維
持
管
理
や
整
備
を
行
い
、
施
設

に
つ
い
て
は
、「
公
共
施
設
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
」
の
基
本
方
針
及
び
個
別
施

設
計
画
に
基
づ
き
、
更
新
・
統
廃
合
・

長
寿
命
化
な
ど
を
計
画
的
に
行
う
も

の
と
し
て
、
予
算
編
成
に
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
。

　

加
賀
温
泉
駅
周
辺
施
設
整
備
事
業

な
ど
の
大
型
事
業
に
つ
い
て
は
、
こ

こ
数
年
市
債
残
高
が
増
加
し
続
け
て

い
る
現
状
か
ら
、
こ
れ
ま
で
と
同
規

模
の
予
算
を
計
上
し
続
け
る
こ
と
は

困
難
で
す
が
、
昨
今
の
物
価
高
騰
も

考
慮
し
つ
つ
、
で
き
る
限
り
の
計
画

的
な
実
施
に
よ
り
年
度
間
の
予
算
の

平
準
化
を
図
る
と
と
も
に
、
そ
の
財

源
と
し
て
国
県
等
の
補
助
メ
ニ
ュ
ー

や
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
な
ど

の
新
た
な
財
源
を
積
極
的
に
活
用
す

る
こ
と
で
、
持
続
的
・
安
定
的
な
予

算
確
保
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

要望

要望
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加
賀
商
工
会
議
所
青
年
部
（
菅
本

大
輔
会
長
・
会
員
81
名
）
は
、
２
月

19
日
㈭
に
ク
ロ
ス
ガ
ー
デ
ン
加
賀
に

て
新
入
会
員
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

を
開
催
し
、
新
入
会
員
７
名
（
出
席

し
た
新
入
会
員
は
、
下
記
の
通
り
）

を
含
む
計
23
名
が
出
席
し
た
。

　

会
で
は
、
日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
ア
カ
デ
ミ

ー
委
員
会
よ
り
、
篠
田
委
員
長
を
は

じ
め
と
す
る
５
名
の
メ
ン
バ
ー
を
講

師
に
お
迎
え
し
、
講
義
を
し
て
い
た

だ
い
た
。

　

は
じ
め
に
、
委
員
長
の
挨
拶
後
、

「
商
工
会
議
所
青
年
部
（
Ｙ
Ｅ
Ｇ
）

と
は
何
か
」
や
「
Ｙ
Ｅ
Ｇ
に
入
っ
た

目
的
と
は
」
な
ど
の
問
い
に
つ
い
て
、

ペ
ア
に
な
っ
て
話
し
合
い
、
グ
ル
ー

プ
ご
と
に
発
表
し
た
。

　

続
い
て
、
日
本
商
工
会
議
所
青
年

部
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。
本
団

体
は
、
商
工
会
議
所
の
下
部
組
織

と
し
て
設
置
さ
れ
、
２
０
０
６
年

に
日
本
商
工
会
議
所
青
年
部
（
呼

　

令
和
７
年
度
日
本
商
工
会
議
所
青

年
部
（
日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
）
は
２
月
24
日

㈫
～
２
月
28
㈯
の
５
日
間
、
群
馬
県

伊
勢
崎
市
で
全
国
大
会
を
開
催
し
、

加
賀
Ｙ
Ｅ
Ｇ
よ
り
菅
本
会
長
を
は
じ

め
と
す
る
８
名
が
現
地
に
て
参
加
、

11
名
が
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
参
加
し
た
。

　

本
年
度
で
45
回
目
を
迎
え
る
こ
の

大
会
は
、
商
工
会
議
所
青
年
部
メ
ン

バ
ー
の
連
携
を
強
化
し
交
流
を
深
め
、

各
単
会
に
お
い
て
は
Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動
の

意
識
高
揚
を
図
り
、開
催
地
に
お
い
て

は
地
域
経
済
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
に
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　

25
日
は
日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
諸
会
議
が
開

催
さ
れ
、
加
賀
Ｙ
Ｅ
Ｇ
か
ら
は
、
日

本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
グ
ロ
ー
バ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
委
員
会
副
委
員
長
の
西
山 

峻
史

氏
、
同
委
員
会
委
員
の
田
嶋 

孝
行

氏
、
広
報
委
員
会
副
委
員
長
の
松
葉 

称
「
日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
」）と
制
定
さ
れ
た
。

ま
た
、
Ｙ
Ｅ
Ｇ
と
はY

oung

（
若

き
）、Entrepreneurs

（
企
業
家
）、

Group

（
集
団
）
の
頭
文
字
を
取
っ

た
造
語
で
あ
り
、
全
国
417
カ
所
に
あ

る
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
会
員
数
は
約
３
万
２
千

名
と
な
っ
て
い
る
。

　

最
後
に
ま
と
め
と
し
て
、
①
ビ
ジ

ネ
ス
交
流
、
②
自
己
研
鑽
、
③
地
域

活
性
化
、
④
政
策
提
言
の
4
つ
の
柱

で
活
動
し
て
い
る
と
述
べ
た
。

　

新
入
会
員
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
以

外
の
メ
ン
バ
ー
に
と
っ
て
も
、
非
常

に
有
意
義
な
会
と
な
り
、
こ
れ
か
ら

の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動
へ
さ
ら
な
る
意
欲
を

燃
や
し
て
い
た
。

　

続
い
て
、
加
賀
Ｙ
Ｅ
Ｇ
拡
大
交
流

委
員
会
よ
り
、
加
賀
商
工
会
議
所
青

年
部
や
北
陸
信
越
地
区
、
石
川
県
の

連
合
会
組
織
の
説
明
が
行
わ
れ
た
。

ま
た
、
吉
田
次
年
度
会
長
が
加
賀
Ｙ

Ｅ
Ｇ
５
ヵ
年
ビ
ジ
ョ
ン
「
加
賀
の
夜

明
け
や
ガ
イ
ヤ
」、
２
０
２
６
年
加

賀
Ｙ
Ｅ
Ｇ
方
針
の
５
本
柱
に
つ
い
て

説
明
し
て
、
閉
会
と
な
っ
た
。

【
出
席
し
た
新
入
会
員
】

安
斉 

一
樹
氏
（Y

ELLO
W

 CA
K

E

／
㈱A

NDY international japan

）、

尾
形 

勇
輔
氏
（
明
治
安
田
生
命
保

険
相
互
会
社 

大
聖
寺
営
業
所
）、
中

村  

綱
氏
（
割
烹 

加
賀
）、
西
川 

峻

石
氏
（
㈱
エ
ス
コ
）、
早
崎 

峻
徳
氏

（
㈱
だ
い
ち
堂
）、古
村 

流
星
氏
（
ラ

フ
テ
ル
）、
吉
田 

瑛
亮
氏
（
加
賀
発

条
㈱
）

真
梨
子
氏
が
参
加
し
た
。

　

同
日
に
開
催
さ
れ
た
分
科
会
で
は
、

前
橋
市
の
「
白
井
屋
ホ
テ
ル
」
で
個

性
豊
か
な
ア
ー
ト
作
品
と
非
日
常
感

を
味
わ
う
特
別
な
デ
ィ
ナ
ー
を
含
め

た
前
橋
プ
レ
ミ
ア
ム
分
科
会
、
隣
接

し
た
藤
岡
市
で
有
名
な
苺
「
や
よ
い

ひ
め
」
の
収
穫
が
体
験
で
き
る
分
科

会
に
、
加
賀
Ｙ
Ｅ
Ｇ
か
ら
1
名
ず
つ

参
加
し
た
。

　

26
日
に
は
、
第
108
回
通
常
会
員
総

会
が
開
催
さ
れ
、
令
和
9
年
度
の
会

長
候
補
者
、
次
年
度
日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
理

事
の
選
任
、
次
年
度
の
事
業
計
画
及

び
収
支
予
算
案
が
審
議
さ
れ
、
承
認

さ
れ
た
。ま
た
、令
和
7
年
度
の
各
ブ

ロ
ッ
ク
代
表
理
事
に
よ
る
活
動
報
告

や
委
員
会
の
活
動
報
告
が
行
わ
れ
た
。

　

総
会
後
の
大
懇
親
会
で
は
、
次
年

度
全
国
リ
ー
ダ
ー
ズ
研
修
会
の
開
催

が
予
定
さ
れ
て
い
る
宮
古
島
Ｙ
Ｅ
Ｇ

と
全
国
大
会
の
開
催
が
予
定
さ
れ
て

い
る
奈
良
Ｙ
Ｅ
Ｇ
が
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
バ

ン
を
行
い
、
全
国
の
青
年
部
メ
ン

バ
ー
に
参
加
を
呼
び
か
け
た
。
そ
の

後
の
県
連
ナ
イ
ト
で
は
、
50
名
の
石

川
県
連
メ
ン
バ
ー
が
一
堂
に
会
し
、

震
災
復
興
の
状
況
に
つ
い
て
意
見
を

交
わ
し
、
大
い
に
交
流
を
深
め
た
。

　

27
日
に
は
記
念
式
典
が
執
り
行
わ

れ
、
本
年
度
小
松
Ｙ
Ｅ
Ｇ
か
ら
出
向

し
て
い
る
小
野 

知
一
郎
氏
が
、こ
の

一
年
に
懸
け
た
熱
い
想
い
を
伝
え
た
。

「
つ
る
舞
う
形
の
Ｇ
Ｕ
Ｎ
Ｍ
Ａ
い
せ
さ
き
大
会
」に
参
加

加賀商工会議所青年部　「新入会員オリエンテーション」を開催

日本商工会議所青年部  第45回全国大会

挨拶を行う日本YEGの篠田委員長
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アゲイン
●住所／加賀市大聖寺南町ホ36-7
●営業時間／ 9:00～16:00
●定休日／なし 

Q.お店をオープンさせた際の思いを教えてください。
　令和5年5月15日にオープンさせて、現在3年目になり
ます。それまでは、旧商工会議所があった場所で「エス
ポアール」というお店をしていました。地域の方々が集ま
れる憩いの場になればいいなと思い、このお店をオープ
ンさせました。今では、常連の方から新規の方までたくさ
んの方々が来店し、楽しくお話しながら営業しています。

Q.お店の特徴は？
　コーヒーが売りの喫茶店なので、ご来店いただいた際
には、ぜひコーヒーを飲んでいただければと思います。
コーヒーが苦手な方でも飲めるよう、苦みが少なく、すっ
きりとした味わいのものを選びました。また、軽食も用意
していますので、ふらっと訪れる方も大歓迎です。自分が
今まで経験してきたことや加賀の歴史など楽しくお話し
ながら、みんなで過ごせればと思います。皆様、ぜひお越
しください。

お話を伺った方／中島　正和さん
訪ねる

中島さんが若い
頃に乗船してい
た時のお話も聞
けちゃいます！

加賀商工会議所　加賀市小菅波町1丁目130番地　☎73-0001お問い合わせ先

■日商簿記検定試験

■日商珠算検定試験

※2月の簿記検定のみ1級は実施しておりません

加賀商工会議所 令和8年度 検定試験一覧
回 試験日 会場 申込期間 受験料（税込）

第173回 6/14（日）
当所

4/27（月）～5/18（月） 1級　8,800円
2級　5,500円
3級　3,300円

第174回 11/15（日） 9/28（月）～10/19（月）
第175回 2027/2/28（日）※ 2027/1/12（火）～2/1（月）

回 試験日 会場 申込期間 受験料（税込）
第237回 6/28（日）

当所
5/11（月）～5/28（木） 1級　2,800円

2級　2,000円
3級　1,800円

第238回 10/25（日） 9/7（月）～9/24（木）
第239回 2027/2/14（日） 12/21（月）～2027/1/14（木）

日商簿記2級・3級
のみネット試験でも
受験が可能です。

【受験申込について】
業務委託している以下の申込専用ページから
お申し込み頂けます。

株式会社CBT-Solutions
受験サポートセンター
サポート時間／8:30～17:30
※年末年始を除く
TEL／03-5209-0553 受験申込

フォーム
お問い合わせ
フォーム
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お問合せ：加賀市倫理法人会事務局 上原 ／ TEL 070－4355－6713

経営者モーニングセミナー

会場：APAホテル加賀大聖寺駅前（加賀市熊坂町イ226番地4）

4 / 7
（火）
6:00ａ

ｍ

加賀市教育長 松本　向貴 氏

「新たな加賀市教育ビジョンについて」

まつもと こうき第833回

4/14
（火）
6:00ａ

ｍ

加賀市長 山田　利明 氏

「もっと住民が幸せな加賀市を目指して」

やまだ としあき第834回

ａ
ｍ

3/31
（火）
6:00

株式会社福岡 代表取締役
加賀市倫理法人会 会員 福岡　大幸 氏

後継者倫理塾での気づき

ふくおか もとゆき第832回

3/24
（火）
6:00ａ

ｍ

中谷接骨院 院長
加賀市倫理法人会 幹事 中谷　亮博 氏

『倫理と継承』

なかや あきひろ第831回

3/17
（火）
6:00ａ

ｍ

株式会社タケノ
加賀市倫理法人会 会員
野々市市倫理法人会 副専任幹事 竹野　有希 氏

人生は神の演劇、その主役は己自身である

たけの ゆうき第830回

『片山津広告フェスティバル』グランプリ金賞受賞作品が決定！
　２０２５年11月８日、片山津温泉で行われた片山津超天国祭のイベントとし
て『片山津広告フェスティバル』を開催し、片山津の魅力を自由な発想で広告
ビジュアルに作成して応募いただきました。
　写真（イラストも可）を一点と、その写真に添えるキャッチコピーとともに、片
山津もしくは片山津温泉のいずれかを表記する制作ルールとして募集した結
果、のべ８０点の広告作品の応募がありました。厳正な審査の結果、以下の
方々が受賞いたしました。
　・金賞　吉田香織さん。
　・銀賞　中谷きりさん、宮元美月さん。
　・銅賞　５名の方が選ばれました。
　皆さんからたくさんの作品を応募いただきまして、ありがとうございます。
　創造性・地域性・表現力を観点に、審査致しました。予想以上の力作揃いで、
審査員一同大いに議論して選ばせていただきました。
　その中でも金賞受賞作品は、スカッと晴れた総湯からの写真アングルと、
『さて温泉。』というコピーは、これぞ片山津！を感じさせてくれました。

主催：片山津商工振興会　　共催：片山津温泉観光協会 金賞に輝いた作品
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　令和７年６月から令和８年２月にかけて、当所会員のうち今年度は主に小
規模事業所を中心に約340事業所へ当所職員が会員訪問（まいどさん運
動）させていただき、景況感アンケートについて１14件のご回答をいただ
きました。

全業種 製造業 建設業 小売業 卸売業 サービス業
114 31 3 58 5 17

項目 回答数 好 転 不 変 悪 化
第１四半期 27 1 16 10
第2四半期 32 6 11 15
第３四半期 37 1 20 16
第４四半期 14 1 6 7

製造業・建設業は従業員20名以下、小売業・卸売業・サービス業は5名以下と定義される「小
規模事業所」において、市内では商業・サービス業が合わせて半数を超えています。 今年
度の調査は回答割合として、「小売業」の方に50％を超える回答をいただいた。

経営上の問題としては、「仕入単価の上昇」、次いで「経費の増加」の順に回答が多い結果となった。また、3番目に多い「需要の停滞、
売上の減少」の回答の中には、時代の移り変わりによって需要が減少してしまったという理由が多く寄せられた。

※未回答数４件

今年度の「まいどさん運動」の結果、昨年に引き続き資材・燃料高騰を起因とする問題が根強く残っていることが
わかった。また、今後の見通しについてお伺いしたところ、最低賃金の引上げによる従業員の賃金引上げに苦慮さ
れていた。

なお、第1四半期から第4四半期の期間は以下の通り。
　　第1四半期：4月～ 6月� 第2四半期：7月～ 9月
　　第3四半期：10月～ 12月� 第4四半期：1月～ 2月

〔第1四半期〕
・金利の上昇により、借入を躊躇する。（製造業）
・新幹線効果なし、インバウンド△、 暑すぎて通りに人が歩

いていない。（小売業）
・広告の反響が以前より少なくなった。 売上減少＆物価高騰。
（サービス業）

〔第2四半期〕
・売上は変わらないが、仕入値が大幅に増加した。（小売業）
・万博で人が流れて来ない。 震災被害者の食事提供が昨年よ

り減ったため、価格を値上げした。（卸売業）
・アメリカのトランプ関税による悪化、減少が予測される中国

経済の低迷など。（製造業）
・閑散期明け、今後景気UPの見通し。 税含め支出増加（減

税等）。（製造業）
〔第3四半期〕
・原材料、 運搬費がアップしたため苦しい。 値上げしたが、

タイミングが難しい。（製造業）
・今後の見通しもたてにくい。どの時期も不安。（サービス業）
〔第4四半期〕
・賃上げの影響があるかも、売上の維持が肝。（小売業）

以上、まいどさん運動にご協力いただいた会員事業所様、 誠にありがとうございました！

建設業
3%

製造業
27％

サービス業
15%

小売業
51%

回答業種割合

※市内小規模事業所にご回答いただいた会員業種割合

卸売業
4%

１．第1四半期～第4四半期までの景況感

2．直面している経営上の問題（複数回答可）

3．今年度総括

0 2010 4030 50 70 9060 80 100（％）

第１四半期

第 2 四半期

第３四半期

第４四半期

■ 好転　■ 不変　■ 悪化

4％ 60％ 36％

3％ 54％ 43％

7％ 43％ 50％

18％ 35％ 47％

第1～4四半期までの景況感

回答内容 合 計 第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期
大企業進出や過当競争による競争激化 10 2 4 4 0
仕入単価の上昇 67 16 19 21 11
経費の増加 58 17 18 15 8
販売単価の低下・上昇難 17 1 6 7 3
金利負担の増加 2 1 0 0 1
事業資金の借入難 5 2 1 1 1
需要の停滞、売上の減少 37 12 15 6 4
従業員の確保難 20 3 10 4 3
後継者の育成・確保 24 6 7 8 3
その他 20 4 3 12 1

令和7年度 会員訪問（まいどさん運動）景況調査結果 （2025.6 ～ 2026.2）

4%
26%
22%

6%
1%
2%

14%
8%
9%
8%



かが市民環境会議では、地球温暖化対策の一環として、夏のグリーンカーテン設置を推進
しています。夏に向けて涼しく快適に過ごせるようにグリーンカーテンに取り組んでいる家
庭や事業所等を募集し、フォトコンテストを開催します。初めての方もグリーンカーテンの
種を配布しますので、ぜひ挑戦してみませんか。

かが市民環境会議事務局
加賀市役所 環境課
〒922-8622 加賀市大聖寺南町ニ41番地
E-Mail： kankyouseisaku@city.kaga.lg.jp
TEL：0761-72-7892

応募・問合せ先

応募用紙に必要事項を記入し、環境課へ提出ください。

応募期間：令和８年３月１７日（火）～令和８年８月２１日（金）

申 込 方 法

詳しくはこちら

応募者には花の種・参加賞をプレゼント

優秀な作品には
景品をプレゼント♪
皆さんのご応募

お待ちしております！

グリーンカーテンコンテスト　参加者募集
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なりわい再建支援補助金

中小企業省力化投資補助金
（カタログ注文型）

賃上げに向けた
収益力強化補助金

小規模事業者持続化補助金
<一般型通常枠>(第19回)
<創業型>(第3回)

事業承継・Ｍ＆Ａ補助金

ものづくり・商業・サービス
生産性向上促進補助金

IT導入補助金

能登半島地震で被災した施設・設備の復旧
費用を補助

補助対象カタログ掲載の省力化設備（清掃ロボ、
券売機、スチコン、ＭＣ、ラベラー等）を導
入し生産性向上・賃上げする事業者を補助

賃上げを実施する企業が持続的な賃上げと成
長を実現できるよう企業の「稼ぐ力」の強化（生
産性向上・収益力強化）を図る取組を補助

販路開拓等の取組み費用を補助(「賃金引上
げ特例」「創業型」等補助上限の増額制度あ
り)

(事業承継促進枠)事業承継を契機とする中小企
業者等の設備投資等に係る経費の一部を補助

生産性向上や持続的な賃上げに向けた、革新
的な新製品・新サービスの開発や海外需要開
拓に必要な設備投資等を支援

業務効率化やDX推進、セキュリティ対策のた
めのITツール導入費用を補助。「インボイス
対応類型」ではハードウェア費用も支援対象

15億円

1,500万円

石川県1 受付中

経産省7 受付中

600万円

50/200万円

1,000万円

2,500万円

450万円

石川県

経産省

経産省

経産省

経産省

2

3

4

6

5

受付
2/20～4/30

受付
3/6～4/30

14次受付
2/27～4/3

第23次受付
4/3～5/8

1次受付
3/30～5/12

スケジュール№

中小企業新事業進出促進
補助金

中堅・中小企業の賃上げに向けた
省力化等の大規模成長投資補助金

中小企業成長加速化補助金

生産性向上や賃上げを促すため、既存事業
とは異なる新市場・高付加価値事業への進
出にかかる設備投資等を支援

工場等の新増設、省力化設備・システム導
入等の10億円以上の投資を補助

売上100億円を目指す成長志向型中小企業
(売上10億以上)の大胆な設備投資を支援

9,000万円

50億円

5億円

8

10

9

経産省

経産省

経産省

第3回受付
12/23～3/26

5次公募
春頃～

2次公募
2/24～3/26

※この他、各種融資制度があります。詳しくは当所まで

補助金等 支援制度のご案内〔加賀商工会議所 中小企業相談所〕

制　　　　　度 概　　　　要 　金額例（※）区　分
※金額例は、条件によって異なることがあります。

2026年3月1日時点
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概  要

賃上げを実施する企業が持続的な賃上げと成長を実現
できるよう企業の「稼ぐ力」の強化(生産性向上・収益力強化)
を図る取組を支援します。

賃上げに向けた収益力強化補助金のご案内

上限600 万円
（下限：30万円）

❷ 賃金引上げ要件

❸ 経営計画策定要件

令和８年２月20日［金］～ 4月30日［木］

3/42/3中小企業者 小規模事業者

石川県内に本社又は主たる事業所を有する中小企業・
小規模事業者であること。

商工会・商工会議所、認定経営革新支援機関とともに経営計画を策定し、
持続的な賃金の引上げのために、生産性向上や収益力強化に取り組むこと。

賃上げ対象期間(令和8年1月1日から令和8年9月30日までの間)に、一人当たり
平均給料を賃上げ前(令和7年12月支給分)と比較して4％以上増加させること。

請申 間期

❶ 対象者要件

※ただし、令和７年度中に大幅な賃上げを実施した企業を支援する観点から、令和７年１月１日から令和８年
９月３０日までの間に一人当たり平均給料を、賃上げ前(令和6年12月支給分)と比較して8%以上増加
させた場合も対象とします。

補助金額

補助率

石川県賃上げ事業者支援センター（ワンストップ窓口）
〒９２０－８５８０  金沢市鞍月１丁目１番地
TEL：0120-500-912　※受付時間／10:00～17:00（土、日および祝日は除きます。）

特 設 サイト　https://j-lppf2.jp/isk-chinagehojo/

問合せ先

こちらから
アクセスできます。



会員ゴルフ大会開催のご案内会員ゴルフ大会開催のご案内
加 賀 商 工 会 議 所

加賀商工会議所  春季会員ゴルフ大会  令和8年5月26日

申込日 ： 　　月　　日

参 加 申 込 書

（FAX 0761-73-4599）
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【個人方法の取扱い】個人情報保護法に定義される個人情報は、当所が主催するゴルフ大会以外の目的で使用致しません。

　拝啓　陽春の候、ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。
　さて、このたび、商工会議所では春季会員ゴルフ大会を下記のとおり
開催いたします。
　つきましては、会員の皆様方には、万障繰り合わせの上、ふるってご
参加いただきますようご案内申し上げます。

記
１．日　　時　　令和8年5月26日（火）9:12スタート
２．場　　所　　片山津ゴルフ倶楽部   加賀コース（TEL 74-0810）
３．競技方法　　18ホールズストロークプレイ（ダブルペリア方式）
　　　　　　　　　★競技終了後、パーティを開催いたします。
４．会　　費　　4,000円（グリーンフィー特別料金、その他は自己負担）
５．申込方法　　下記申込書、または右のQRコードの申込フォームからお申込み
　　　　　　　　ください。 5月20日（水）までに事務局まで
６．入　　賞　　1位～3位、ドラコン、ニアピン、なんでもニアピン、会頭賞 他
　　　　　　　　その他、全員に参加賞あり。
７．そ の 他　　☆70歳以上の方はゴールド杭、女性の方は赤杭使用可能とします。
　　　　　　　　☆組み合わせ、その他は別途通知します。
　　　　　　　　☆セルフプレイになる可能性もあります。

　拝啓　陽春の候、ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。
　さて、このたび、商工会議所では春季会員ゴルフ大会を下記のとおり
開催いたします。
　つきましては、会員の皆様方には、万障繰り合わせの上、ふるってご
参加いただきますようご案内申し上げます。

記
１．日　　時　　令和8年5月26日（火）9:12スタート
２．場　　所　　片山津ゴルフ倶楽部   加賀コース（TEL 74-0810）
３．競技方法　　18ホールズストロークプレイ（ダブルペリア方式）
　　　　　　　　　★競技終了後、パーティを開催いたします。
４．会　　費　　4,000円（グリーンフィー特別料金、その他は自己負担）
５．申込方法　　下記申込書、または右のQRコードの申込フォームからお申込み
　　　　　　　　ください。 5月20日（水）までに事務局まで
６．入　　賞　　1位～3位、ドラコン、ニアピン、なんでもニアピン、会頭賞 他
　　　　　　　　その他、全員に参加賞あり。
７．そ の 他　　☆70歳以上の方はゴールド杭、女性の方は赤杭使用可能とします。
　　　　　　　　☆組み合わせ、その他は別途通知します。
　　　　　　　　☆セルフプレイになる可能性もあります。

12 � 加賀商工会議所会報 №647〔2026.3〕 ●



アクサ生命保険株式会社　小松営業所　加賀分室　
〒���-���� 石川県加賀市小菅波町�丁目���番地 クロスガーデン加賀３F　TEL ����-��-����
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2026年2月の動向

今月の業況

業種別の動向

ブロック別の動向

商工会議所LOBO（早期景気観測）
業況DIは、設備投資需要がけん引し３か月ぶりに改善
先行きは、物価高対策等への期待感から明るい兆し

改善 ほぼ横ばい 悪化前月と比べた 値の動き

改善 ほぼ横ばい 悪化前月と比べた 値の動き

先行き見通しDIは、▲13.6（今月比+3.2ポイント）
物価高による消費者の節約志向の高まりや、円安の長期化
を含むコスト高とその分の価格転嫁や人手不足など、中小
企業を取り巻く環境は引き続き厳しい。また、国際情勢の
不安定化を懸念する声も継続して聞かれている。

一方、好調な観光需要に加え、高水準での賃上げが続く中、
政府・自治体による物価高対策への期待感もあって、消費
マインドは持ち直し傾向が見込まれる。

全産業合計の業況DIは、▲16.8（前月比+1.1ポイント）
建設業では、公共工事や設備投資が底堅く推移する中、大
雪の影響による除雪作業が増加したほか、製造業では、引
き続き堅調な設備投資・半導体需要を背景に機械器具関係
で引き合いが見られ、改善した。

日本海側を中心とした大雪など、悪天候による物流遅延や
外出控えが発生しており、配送の遅れに伴う生鮮品の相場
上昇や、小売店や飲食店における客数減少が広く聞かれた。
もっとも、高水準での賃上げが消費マインドを下支えして
いることに加え、自家需要を中心としたバレンタイン商戦
も追い風となり、業況は３か月ぶりに改善した。

やや長い目でみると、2025年２月をボトムに回復傾向がう
かがえる。

2025年 2025年 2026年 先行き
見通し

2月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３～５月
全産業 ▲ 20.5 ▲ 18.6 ▲ 18.9 ▲ 17.9 ▲ 18.0 ▲ 17.9 ▲ 16.8 ▲ 13.6

建 設 ▲ 16.7 ▲ 10.2 ▲ 13.5 ▲ 16.5 ▲ 14.7 ▲ 15.2 ▲ 13.6 ▲ 12.0

製 造 ▲ 25.0 ▲ 23.9 ▲ 21.0 ▲ 19.7 ▲ 21.6 ▲ 17.2 ▲ 13.6 ▲ 11.4

卸 売 ▲ 19.5 ▲ 24.8 ▲ 24.2 ▲ 24.7 ▲ 23.4 ▲ 23.8 ▲ 23.5 ▲ 17.4

小 売 ▲ 28.5 ▲ 23.6 ▲ 29.3 ▲ 26.4 ▲ 24.0 ▲ 25.1 ▲ 24.8 ▲ 18.9

サービス ▲13.0 ▲ 12.3 ▲ 10.0 ▲ 7.7 ▲ 9.9 ▲ 12.1 ▲ 13.0 ▲ 11.0

※DI＝「好転」の回答割合－「悪化」の回答割合

全産業業況DI

業況DI

…1.0ポイント以上改善 …1.0ポイント以上悪化※

-30.0

-20.0

-10.0

0.0

建設業

製造業

卸売業

小売業

サービス業

公共工事や設備投資が底堅く推移する中、日本海側を中心とした大雪の影響による除雪作業の増加などから、改善。引
き続き人手不足による供給制約を指摘する声が散見されている。
•「除雪関係の受注が増加しており、仕事は十分ある。むしろ積雪が多すぎて対応が間に合っていない」（一般工事業）
•「働き方改革の影響で、工期が２年度以上にわたる案件が増加している。人手不足の影響で受注を制限をしている中、受注のサイクルを見直す必要があると感
じている」（管工事業）

インバウンドを中心に観光需要は堅調に推移しているものの、大雪の影響で運送業で物流遅延が発生したほか、外出控
えにより飲食店等で客数減少が見られ、ほぼ横ばい。

バレンタイン商戦が活況となり百貨店を中心に客数が増加した一方、一部地域の悪天候に伴う外出控えにより、商店街
等で客数が減少し、ほぼ横ばい。

堅調な設備投資・半導体需要を背景に機械器具関係で引き合いが見られ、改善。一部で原材料価格の上昇に一服感が見
られるが、価格転嫁は道半ばであるという声が聞かれた。

大雪などの悪天候による外出控えの影響を受けた飲食料品関係で引き合いが減少した一方、堅調な設備投資需要を受け
た建築資材関係や機械器具関係で売上が増加し、ほぼ横ばい。
•「昨年の北海道産の野菜の不作により、一部の野菜品目の高値が継続している。こうした中、大雪の影響による物流遅延の影響により、一段と相場が上昇して
おり、輸入に頼らざるを得ない状況」（農畜産水産物卸売業）

•「メモリ等の値上げ予想を受け、パソコンの買い替え需要が高まりつつあるほか、セキュリティ対策の相談が増加している」（一般機械器具卸売業）

•「半導体関連の受注が増えている。足もとのコスト高に伴い客先が海外の廉価品の使用にシフトしないよう、政府としても成長産業における国内調達の強化を
支援してほしい」（金属製品製造業）

•「価格転嫁を行っているが、人件費増加分は賄えていない。今後は、競合の少ない製品のシェアを拡大し、利益率を高める方針」（自動車・附属品製造業）

•「バレンタイン商戦が、ギフト需要から自家需要に変化している。自分へのご褒美として購入する客が多く、高価格帯チョコレートの販売が好調に推移した。
王道ブランドに加え、SNS映えする商品やイートイン企画が集客に寄与し、各店舗の回遊性も上がり、全体の客数増加につながった」（百貨店）

•「祝日や週末のタイミングに悪天候が重なり、客数が減少している」（衣服小売業）

•「近隣の空き家を活用したインバウンド向け宿泊施設が増えた影響で、当店にも利用の問い合わせが増加している。外国人向けメニューの作成などの多言語対
応を講じていきたい」（飲食店）

•「悪天候で通行止めが多く発生しており、配送に苦労している」（運送業）

北陸信越
北陸信越は、改善。サービス業では、豊富な積雪を背景に、ウィンタースポーツに関連した観光需要が好調で
あり、飲食・宿泊関係を中心に売上が改善した。飲食店からは、インバウンド需要が堅調に伸びており、今年
は特にリピーター客も多い、という声が聞かれた。卸売業でも、サービス業からの引き合いが増加した飲食料
品関係などで売上・採算が改善した。

2026年2月調査結果
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2026年 3月

11日㈬ 正副会頭会議、
青年部 定例会・卒会式

13日㈮ 決算申告個別指導
（2/20～3/13）

16日㈪ ＢＣＰセミナー、県アドバイ
ザー派遣（17、19、4/10）

17日㈫ 金融懇談会

18日㈬ 常議員会、
企業にお金を残すセミナー

19日㈭ 女性会役員会

25日㈬ 通常議員総会、
青年部 正副会長会議

27日㈮ 婚活プロジェクト反省会、
サービス業部会

2026年 4月

15日㈬ 青年部 令和８年度所信発表会
（通常総会）

23日㈭ 新人社員研修

会議所の動き

制　度　名 日 本 公 庫
マ ル 経 融 資

石　川　県
地域商工業活性化融資

石　川　県
事業転換支援融資

石　川　県
創 業 者 支 援 融 資

借入限度額 2,000万円 5,000万円(特認2億円） 5,000万円（特認2億円） 2,000～4,000万円
返 済 期 間 設備・運転10年 設備15年／運転5～7年 設備15年／運転7年 設備7年／運転5年
担保・保証 無担保・無保証人 金融機関所定の扱い 金融機関所定の扱い 無担保・保証協会保証必須
利 率 2.40% 2.00%～2.60% 2.00～2.40% 2.50%

認 定 件 数
今  年  度 前  年  度 今  年  度 前  年  度 今  年  度 前  年  度 今  年  度 前  年  度
15件 16件 10件 3件 0件 0件 0件 0件

認 定 金 額 8,640万円 12,350万円 9,500万円 3,850万円 0万円 0万円 0万円 0万円

制　度　名 石　川　県
小 口 零 細 融 資

石　川　県
経営安定支援融資 その他の融資制度

全制度合計
借入限度額 2,000万円 8,000万円 

省エネ投資促進支援融
資、小口融資など

返 済 期 間 設備7年／運転5年 運転7年
担保・保証 無担保・保証協会保証必須 金融機関所定の扱い
利 率 2.30%～2.50% 1.90%～2.70%

認 定 件 数
今  年  度 前  年  度 今  年  度 前  年  度 今  年  度 前年度 今  年  度 前  年  度

6件 13件 8件 0件 0件 0件 39件 32件
認 定 金 額 2,025万円 2,540万円 35,300万円 0万円 0万円 0万円 55,465万円 18,740万円

※ 制度内の特別枠により利息その他詳細が異なることがあります。
※ 当所の認定が不要な制度融資は集計に含まれません（令和６年能登半島地震災害対策特別融資など）。
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【お問い合わせ先】
加賀商工会議所 総務企画課
TEL 0761-73-0001

まずは身近な相談から。
あなたの『経営のコンシェルジュ』
として全力で伴走します！

地域を支えるあらゆる業種が集う
ビジネスの交差点です！

各種補助金をはじめ
事業資金や労働保険の事務代行も
ご相談ください！

その他にも様々なお悩みにお応えします
ので、お気軽にお問合せください。

新
規
会
員
入
会
募
集
中
！

家出建材（建材業）
家　出　　敬　義

丸山町2-59
TEL 0761-77-4216

株式会社北前BASE（ホテル）
加　藤　　智　彦

田尻町浜山2-81
TEL 0761-71-1173

新 入 会 員 紹 介

髙本　真葵
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産業人財育成事業

クロスガーデン加賀4 階ホール1+2
（加賀市小菅波町1 丁目130 番地 加賀温泉駅付近）

※お申込時にいただいた情報は、本セミナーの運営のため、主催共催講師に限り共有させていただきます。
　その取扱いにつきましては、個人情報保護法に則り、厳重に管理いたします。

日　時

場　所

無料 ３０名受講料 定　員

筆記用具、名刺入れ持ち物

新卒・中途採用含む入社3年以内の方を対象とさせていただきます。対象者

ハート・コミュニケションズ  代表  矢 島　久 美  氏
や く みじま

講　師

社会人としての基礎（ルールとエチケット、コミュニケーション）
ビジネスマナーの基本（挨拶、表情、名刺交換、敬語）
電話応対の基本、その他

内　容

4月17日（金）までに下欄の受講申込書事項を記載の上、FAXもしくはメール
にてお申し込みください。お申込

加賀商工会議所　TEL 0761-73-0001主　催

公益財団法人 日本電信電話ユーザ協会　石川支部共　催

新人社員
研修
令和8年4月23日（木）13 :00～17:00

クロスガーデン加賀4 階ホール1+2
（加賀市小菅波町1 丁目130 番地 加賀温泉駅付近）

令和8年4月23日（木）13 :00～17:00

加賀商工会議所 産業人材係（FAX：0761-73-4599　メール：ishita@kagaworld.or.jp）

■事業所名： ■業種：製造・建設・小売・卸売・サービス

■所 在 地： ■TEL： FAX：

■事業所メールアドレス：

■受講者名：（全員分をフルネームでフリガナも記載してください。）

ビジネス
マナーを
学ぼう！

新人社員研修　受講申込書
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